
生活支援体制整備事業について

（令和7年度活動報告・令和8年度活動方針）

令和8年2月24日（火）14:00～

古賀市 保健福祉部 福祉課 福祉相談係
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資料②古賀市地域活動サポートセンター運営委員会



生活支援体制整備について
【基本理念】

住み慣れた地域でともに支えあい、

健やかに最期まで安心して暮らせるまちづくり

～みんなで支え合う地域づくりをしよう～
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校区別地域支えあいネットワーク全体会議

3

参加者内訳
地域市民（区長、民生委員、福祉会会長・福祉員他、

シニアクラブ単位クラブ 理事他 校区コ

ミュニティ役員、地域活動活動者）
圏域（第1・第2・第3）地域包括支援センター
社会福祉協議会
職員（福祉課、健康介護課、まちづくり推進課）
生活支援コーディネーター（第1層・第2層）

小野

校区 日程 内容 参加

古賀東 11/2（金） 孤立・孤独 26

千鳥 11/29（土） 認知症 24

古賀西 12/2（火） 孤立・孤独 24

舞の里 12/5（金） 認知症 26

青栁 12/6（土） 孤立・孤独 26

花鶴 12/10（水） 孤立・孤独 29

小野 12/13（土） 孤立・孤独 24

花見 12/19（金） 孤立・孤独 25

校区別地域支えあいネットワーク全体会議 「高齢者を取り巻く問題」

～地域住民や各種団体、行政等が連携してネットワークづくりを推進する～

健康づくり推進員、食生活改善推進員、
介護予防サポーター



●孤立を放置しない地域をつくるために

～孤独・孤立の現状～いま古賀市で起こっていること～

基幹型地域包括支援センター職員

●認知症とともに生きる
～認知症の人を理解して上手に関わろう～

エフコープ生活協同組合 福祉事業部

●古賀市の高齢者の方の今とこれから報告（全共通）

第1層生活支援コーディネーター

【内容】

●グループワーク 発表 （全共通）
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SC・CSW連携タイムについて
SC（生活支援コーディネーター） CSW（コミュニティソーシャルワーカー）

●開催回数 １０回 （月１回実施 4月～1月）

●参加者 第1層SC、第2層SC・CSW
基幹型地域包括支援センター（福祉課）
高齢者の健康づくり介護予防の一体的事業担当者（健康介護課）
古賀市社会福祉協議会

●内容 情報共有（地域の進捗状況及び課題把握）
生活支援体制整備のあり方の検討
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認知症地域支援推進会議について

●開催回数 １０回 （月１回実施 4月～1月）

●参加者 基幹地域包括支援センター（福祉課）
圏域地域包括支援センター（第1・第2・第3）
第1層生活支援コーディネーター



●開催回数 第1地域包括支援センター １０回 （実施 4月～1月）
第2・第3地域包括支援センター 5回 （実施 4月～1月）

●テーマ 認知症当事者や家族への課題解決について

●内容 ケアマネージャーより毎回2例相談
アドバイザーによる自立支援に係る助言
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地域ケア会議について

地域支えあいネットワーク情報誌について

【内容】
地域活動

移動支援

地域包括支援センター

21号

Ｒ8年4月発行予定



地域支えあいネットワーク情報誌 vol．２０より

発行 令和7年１０月
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令和7年度福岡県生活支援アドバイザー派遣モデル事業

●福岡県事業目的
生活支援体制整備事業を市町村において推進しているところであるが、事業実施
に課題を抱えている市町村もある。
国が実施した「生活支援コーディネーター指導者養成に係る中央研修」の受講者
をアドバイザーとし、モデル市町村へ訪問し、生活支援コーディネーター、市町村へ
助言を行い、モデル市町村を通じて得られた知識及び技術の横展開を図る。

古賀市
●実施回数 ３回 （10月10日、12月16日、2月4日）

●参加者 第1層SC、第2層SC・CSW
基幹型地域包括支援センター（福祉課）
古賀市社会福祉協議会
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１．校区別地域支えあいネットワーク全体会議

課題 ①地域活動（行事・つどいの場）の担い手不足
②地域活動（つどいの場など）のマンネリ化、参加者固定・減少

課題解決 健康づくりや介護予防関連サポーターと地域課題の共有化
（校区別地域支えあいネットワーク全体会議に参加）

方向性 校区別地域支えあいネットワーク全体会議に活動者の参加を促す
住み慣れた地域の課題解決に向けて、地域内で各種サポーターや
民生委員、福祉員等が良好な関係を築き、取組事例を共有しながら
活動を広げるとともに、個々のスキル向上と地域のエンパワメントを高める。

令和7年度は、身近な問題（認知症・孤立・孤独）をテーマにしたことで
見守り・声かけ・つながり合いの重要性を共有できた。
令和8年度も引き続き、身近な問題をテーマに実施する。

取組みと方向性
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地域ケア会議
テーマ 認知症当事者及び家族の支援～地域のつながり～

課題 見守り、支え合いの必要性

課題解決 見守り・生活支援体制づくり、認知症カフェ開催の検討
認知症施策を融合的に推進するため係者間協議と実践

生活支援

テーマと課題解決・方向性

テーマ ①移動支援 ②ごみ出し支援

課題解決 ①経営戦略課と情報共有を図り「おでかけタクシー」制度の発信
②環境課と協議

実績 取り組み検討中：１行政区 （実践中 ４行政区）

方向性 取組み実績の発信
関係課と継続的な情報共有 11



生活支援体制整備事業について

■人生100年時代を迎え、高齢者の増加が今後も見込まれます。あわせて、頼れ
る身寄りのない高齢者や、独居で暮らす認知症高齢者などの増加も想定されま
す。

■こうした中、高齢者の社会参加を促し、サポーターとして地域活動を推進するこ
とは、高齢者本人の介護予防や生きがいづくりにつながるとともに、地域全体の
エンパワメント向上にも寄与します。

■さらに、地域における顔の見える関係づくりや活動の充実・発展は、日常の見守
りや、困ったときに支え合える地域づくりにつながり、支え合いのネットワーク形成
を促進します。
これは、第9期介護保険事業計画・第10次高齢者保健福祉計画に掲げる「住み
慣れた地域でともに支えあい、健やかに最期まで安心して暮らせるまち」の実現
に資するものです。
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